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飯豊連峰の地質

高橋浩1}

て｡はじめに

飯豊連峰はたおやかで雄大である.深田久弥氏

は,｢日本百名山｣の中で飯豊山についてこう語って

いる.｢大きな残雪と豊かなお花畑,尾根は広々とし

て高原を迫遥するように楽しく,小さな池が幾つも

散在して気持ちのいい幕営地に事欠かない.殊に

感服したのは,その主脈の峰々がいずれも堂々と独

立して,まるで一城のあるじのように大きく見えたこ

とである.私の通ったのは飯豊の背骨に過ぎなかっ

たが,そこから左右に幾筋も伸びた長い支脈,それ

からその間に深く刻み込まれた多くの各々.方四十

粁に及ぶというこの大山塊には,まだ無限の秘密が

ひそんでいるように思われた.｣

飯豊連峰は新潟･山形･福島県境に襲える,東北

を代表する山岳地帯である.登山道や山小屋が整

備された現在でも山頂への道のりは遠く,訪れる登

山者の数も多くはない､地質屋もかつて何人かが訪

れているが,断片的な情報があるのみでまとまった

研究はなされていなかった.この度,地質調査所か

ら5万分の1地質図幅｢飯豊山｣(高橋浩･山元孝

広･柳沢幸夫,1996)が刊行された.この地質図は

飯豊連峰の主要部分をカバｰしており,登山の専門

誌である｢岳人｣(平成8年7月号)や｢山と渓谷｣(平

成8年9月号)にも紹介記事が掲載された.最近で

は,山の自然について書かれた書物に,地質に関す

ることがらが記述されていることもあり,地質に携わ

る人間にとっては喜ばしいことである.ここでは,地

質図幅の内容をもとにして,飯豊連峰がどのような

地層や岩石で構成されており,どのようにして形成

されてきたのかを簡単に解説してみたいと思う.な

お,多くの文献は省略した.5万分の1地質図幅｢飯

豊山｣を参照していただきたい.

2｡たおやかな山稜と長大な渓谷

飯豊連峰には最高峰の大日岳(2,128m)をはじめ

おにし

として,飯豊山(2,105m),御両岳(2,013m),鳥帽

子岳(2,018m),北設岳(2,025m)などの2,OOOm級

の山々が連座し,北に向かい高度を下げ,門内岳

じがみ

(1,887m),地神山(1,850m),大石山(1,567m),

えぷりさし

杁差岳(1,636m)などの1,500m以上の峰々が主稜

線を形成し,朝日連峰とともに“東北の屋根"と称さ

れている(第1図).

飯豊連峰の主稜線周辺の山容はなだらかで,とこ

ろどころに池塘(高層湿原の池)や湿原が発達して

いる.この周辺には,初夏から盛夏にかけて,ハク

サンイチゲ,ヒナウスユキソウ,イイデリンドウなどの

たくさんの高山植物が咲き乱れるお花畑が広がり,

桃源郷の趣を呈している(第2図).これに対して側

稜線はいずれも急斜面を持った,いわゆる痩せ尾根

となっており,主稜線に源を発する谷は深くえぐら

れたV字谷となり,函や滝が連続している(第3図).

飯豊川や胎内111に代表される長大な渓谷は,飯豊

連峰のもう一つの顔であり,深く刻まれた渓谷は人

を寄せ付けず,原始の姿をとどめている.

飯豊連峰の主稜線上には,各所に二重稜線,非対

称山稜などの地形が形成されている(第4図).二重

稜線の成因としては,寒冷気候下での岩石の凍結破

砕による岩屑生産が関係しているらしいが詳しいこ

とは分かっていない.非対称山稜は,風上側で活発

に生産された岩屑が積雪の凍結･融解により面的に

移動後安定化したが,風下側斜面では,現在も多量

の積雪によって浸食が進んでいるために形成された

と考えられている(檜垣,1977).

飯豊連峰の主稜線や側稜線に源を発する沢の源

頭部～上流部には広く氷河地形が認められ,北設岳

1)地質調査所地質部

キｰワｰド1飯豊連峰,氷河地形､足尾帯,マイロナイト
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第1図

飯豊連峰稜線･水系図.四角は｢飯豊山｣図幅の範囲.

高橋ほか(1996)による.

第2図ハクサシイチゲの大群落.犬石山南方鞍部.

北東の石転び沢源頭部には力一ル状の地形が認め

られる(第5図).また,飯豊山北西方の玉川上流の

標高1,400m付近には,北アルプスの横尾氷期(五

百沢,1962)の地形に相当する開析された古期の氷

河地形に当たると考えられている平坦面が存在する

(五百沢,1986).

第3図

版劉11上流のV字谷の景観.湯の平温泉東

方,飯劉11本流のゴルジュ帯.
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策4図飯豊連峰主稜線の非対称山稜.北設岳より北方

を望む.主稜線の西方(左側)はなだらかで,東

方(右側)は急傾斜の険しい山容を呈している.

3､地質の概略

飯豊連峰は,地体構造上,西南日本内帯の美濃

帯の東方延長に当たる足尾帯に属している.東方に

は,日本国一三面一棚倉マイロナイト帯が走ってお

り,朝日連峰と対時している(第6図).

飯豊連峰の骨格は,足尾帯の中生代に形成され

た堆積岩類とそれらに貫入する自亜紀～古第三紀

に活動した火成岩類からなっている.さらに,これら

の先新第三紀の基盤岩類を新第三紀,第四紀の地

層が覆っている.白亜紀～古第三紀の火成岩類は,

主に自亜紀後期～古第三紀に活動した花商岩類か

らなり,一部にこれらの火成活動に先行して貫入し

た小規模な岩脈(花商閃緑斑岩)が存在する.

3.､足尾帯の堆積岩類

飯豊連峰の主稜線よりも西側の胎内川上流地域

や主稜線よりも南側の実川周辺地域には,塊状砂

岩,砂岩頁岩互層および層状チャｰトからなる堆積

岩類が広く分布している(第7図).これらの堆積岩

類は,八溝山地に広く分布する中生代に形成され

た堆積岩類と構成岩種が類似しており,構造的にも

連続することから,八溝山地を構成する地質体の北

方延長部に相当するであろう(第6図).これらの堆

積岩類はすべて花商岩類によって貫入され,熱変

成を被りホルンフェルスとなっている.このため,放

散虫などの微化石による地質年代は得られていな

い.八溝山地の堆積岩類からは,広い範囲でジュラ

紀の放散虫化石が見つかっており,飯豊連峰を構

築5図石転び沢大雪渓の景観.左岸支沢からの岩雪

崩が雪渓を覆っている.石転び沢出合(標高

850m)より撮影.

成する堆積岩類の形成年代もおそらくジュラ紀前後

であろう.

砂岩および頁岩中には,花商岩類による勲変成

によって形成された黒雲母が生じており,花商岩体

に近いものには,茎青石,紅柱石,ざくろ石,稀に

珪線石が生じている.また,一部の花商岩体(杁差

岳花商閃緑岩)周辺では,黒雲母の定向配列による

片状構造が発達し,黒雲母片岩～片麻岩の岩相を

呈している.この黒雲母片岩～片麻岩は杁差岳花

商閃緑岩中にも多数取り込まれている.

3.2花筒岩類

飯豊連峰の主稜線を構成するのは,飯豊山花商

閃緑岩と杁差岳花商閃緑岩であり,両者は北設岳

と鳥帽子岳の間の鞍部に建つカイラギ小屋付近を

通る北東一南西方向の断層で接し,断層沿いでは

花商岩類が変形して引き延ばされマイロナイトが形

成されている(第7図).飯豊連峰の前衛峰である二

王子岳周辺には二王子岳花商岩が広く分布し,主

稜線より西に流れ下る飯豊川流域には加治川花商

閃緑岩,北に流れ下る大石川流域には小川花筒岩

がそれぞれ小規模に分布する.杁差岳花商閃緑岩

の西側の足尾帯の堆積岩類中には,ざくろ石黒雲母

白雲母花商岩の小岩体が多数分布しており,堆積

1996年10月号�



一10一

高橋浩

十v

日本菌山｡

十十

､十

“十十

十十

十十

十十十十

･二･･llミ･､十淋十

十十･･討｡い

十

､“･十大朝目岳

''･､'｡･･工

十十十配十十

十十十ぐ十

､

十十

､1

+1､

新潟､1･1'“十･

㊥､'､'l/+･へ

｡十･･､1最幽

｡｡･｡･･'､･･ム･^

､㌃1泌､ミ･十塔

､'lI+“心1

ノ･津｣1■･＼･､

/う/･･

縦揮1

/十一十

｡昆

□新第三系及び第四系

回第三紀花岡岩類､

目白亜紀後期一古第三紀花開岩類昆

国自亜紀後期一古第三紀酸性火山岩類

固片麻状補岩類亀㊤

㌫鴛句1

国北上聯類

函白亜紀前期火山岩類口

騒1亜紀前期はんれ一岩類δ

固阿武隈変成岩類

宇都宮

匝1濤芸叢緊驚村層群など)･

1…古生代堆積岩類

固先デボン紀変成岩類

騒超塩基性岩類

L｣_____｣Okm

イ､

誓､十分

｡誰11燃十

㊥

か

み､

ら

ソ

十

余

泌

灼

嚇､ミ

福叡1､･^､企

㊧討x其x､､､`､､

田､貝ヨ･､1､･､1坑11､

買^“x坑買買コ賞.

^買xxx買買x■以芋1

･㌦1◇;く榔洲咄

榊㌻㌻1狽･蹄㍉;･1苓

繊･>､･>､･,買=く1買･買苓

頸x買xx■買蘂x買咄

賞､､､貝罧x訳xβ､■､克､“､■買x苓

S買･･買坑･･…買峠

x■x買■封^呉買■廿

･･買･x･買･貝!斗

訊織1撃111勲1

'兵xx買賞x貝以^■

“･買･買買買貝･買冊

＼

士

一員買^^^買筥■x■

:･;偽1柵淋･:1二V

､:,･…舳､買;::買舳1

買■其^

�

�

議綬

紛'繍､磐

1!恥､

ll､､､､､

11111,1'ぐ亀

『

/■■ノ

//■ノノ

/ラ･･ノノノ

･ろ/､青■､1ノ水戸

◎

十｡十･ちつ

･｡十う

鰯δe

第6図飯豊連峰周辺の広域地質図.高橋ほか(1996)による.

岩類の層理面と平行に貫入したシｰ･状の形態を

示すことが多い.

花商岩類の放射年代(黒雲母,K-Ar法)は,ほと

んど5,000万～6,000万年前を示すが,ざくろ石黒

雲母白雲母花開岩では2,400万～3,000万年前の

年代が得られた.
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第7図

飯豊連峰の地質概略図.高橋ほか(1996),角ぼか(1985),新潟県(1989)をもとに

作成.四角は｢飯豊山｣図幅の範囲.

3.3新第三紀および第四紀の地層

飯豊連峰の北東麓の玉川流域には広く新第三紀

の地層が分布している.下位より,眼鏡橋層,明沢

橋層および沼沢層の三層から構成される.地層の

一般的な構造は,走向が北西一南東で,北東に傾

斜している.眼鏡橋層は,礫岩および玄武岩･安山

岩･流紋岩火砕岩からなる陸上で形成された中新

世前期の地層であり,花商岩類を不整合に覆って

いる.明沢橋層は,眼鏡橋層に整合に重なる河ロｰ

内湾で形成された中新世前期の地層で,砂岩や黒

色泥岩などからなる.沼沢層は,明沢橋層を整合に

覆う泥岩を主とする海で形成された中新世中期の

地層である.これらの新第三紀層の申には,流紋

岩･安山岩･玄武岩およびドレライトの貫入岩が分
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布する.これらの中で流紋岩は顕著な平行岩脈群

を成し花商岩類中に貫入するとともに多数の溶岩

ドｰムを形成している.

第四紀層は,主に段丘堆積物および沖積層から

なる.段丘堆積物は,下位より低位I,低位n,低位

III段丘堆積物に分けられる.主に礫層からなり,玉

川流域にまとまった分布があり,胎内川流域にも散

点的に分布する.沖積層は,主に礫層からなり,玉

川流域に発達している.このほかに地すべり堆積物

と崖錐および崩積堆積物がわずかに分布する.

4,地質構造発達史

4.r堆積岩付加コンプレックスの形成

足尾帯は地体構造区分上,西南日本内帯の美濃

帯の東方延長と考えられており,足尾山地や八溝山

地の堆積岩類からは,広い範囲でジュラ紀の放散虫

化石が見つかっている.日本海溝や南海トラフなど

の海溝では,プレｰトの沈み込みに伴ってチャｰト･

石灰岩･緑色岩などの海洋性物質が陸側に付加し,

陸源性の堆積物に取り込まれながら付加コンプレ

ックスが形成され,海側に成長しているという.美濃

帯や足尾帯では,内帯(アジア大陸)側から外帯(太

平洋)側に向かって地層の年代が若くなっており,か

つての海溝で形成された付加コンプレックスである

と考えられている.飯豊連峰を構成する堆積岩類

もかつての海溝において西(内帯)側から東(外帯)

側へ,順次付加コンプレックスが形成されていった

ものと考えられる.しかし,美濃帯,足尾帯全体を

含め,この付加コンプレックスの形成過程,すなわ

ち,チャｰト･石灰岩･緑色岩などの海洋性物質が海

溝において陸側に付加し,陸源性砕屑物に取り込

まれる過程が具体的にどのように成されたのかとい

う問題はよく分かっていない.

4.2花嵐岩類の貫入｡定置

ジュラ紀に足尾帯の堆積岩付加コンプレックスが

形成された後,自亜紀前期には,小規模ながら花岡

閃緑蟄岩岩脈が付加コンプレックスに貫入した(第

1表).白亜紀後期になると,足尾帯の付加コンプレ

ックス中に大量の花商岩類が貫入した.飯豊連峰

でまず最初に活動したのは飯豊山花嗣閃緑岩であ

り,続いて杁差岳花商閃緑岩,加治川花嗣閃緑岩,

二王寺岳花商岩,小川花商岩が相次いで貫入した.

その後,飯豊山花商閃緑岩と杁差岳花商閃緑岩の

間に断層が形成された.その当時,花商岩類はまだ

十分に冷えていなかったため,断層活動に伴ってそ

の両側で花商岩類は引き延ばされマイロナイトが形

成された.古第三紀の後半に入ると,ざくろ石黒雲

母白雲母花商岩の多数の小岩体が付加コンプレッ

クスや飯豊山花商閃緑岩に貫入した.

花商岩は我々人類のほとんどが住んでいる大陸

地殻を構成する主要な岩石であり,堆積岩類の多

くも花商岩が削られ,移動し積み重なったものであ

る.従って花商岩の形成機構を解明することは,飯

豊連峰の成り立ちをはじめ,大陸地殻の形成機構を

知る上で決定的に重要である.しかしながら,今の

ところ,花商岩マグマの発生･上昇･定置など,花

商岩の具体的な形成機構はよく分かっていない.

4.3新第三紀層の堆積と火山活動

花商岩類は地下深所で形成された後,徐々に上

昇し,新第三紀の前期中新世後期(およそ2,000万

年前)になると,地上に顔を出し,飯豊連峰の北東

部では,眼鏡橋層が飯豊山花樹閃緑岩や杁差岳花

商閃緑岩の上に堆積した.その後,前期中新世末

(およそ1,600万年前)以降,飯豊山塊周辺の陸域

は沈降に転じ,海域が徐々に広がり明沢橋層,沼沢

層が相次いで堆積した.これらの地層が形成される

過程で,流紋岩･安山岩･玄武岩ならびにドレライト

が活動した.流紋岩は流理構造を持つ顕著な平行

岩脈群を成し多数の溶岩ドｰム群を形成した.この

頃,飯豊山塊西方の新潟平野地域においても海域

が広がり石油貯留層を含む厚い地層が次々に堆積

していった(小林･立石,1992).

4.4山脈の上昇

飯豊運峰西麓に分布する後期鮮新世(およそ300

くわ

万～170万年前)の鍬江層の基底礫岩申には飯豊連

峰の骨格を構成するチャｰトやホルンフェルスなど

の足尾帯の堆積岩類起源の礫が含まれており(西

田･津田,1961;高宮,1985),鍬江層の堆積時に

は飯豊山塊が陸上に顔を出していたことを示してい

る.鍬江層は,下位の新第三紀層を不整合で覆って

おり,これらの鍬江層よりも下位の新第三紀層中に

は,飯豊山塊起源の砕屑物は知られていない.従っ

地質ニュｰス506号�
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策て麦飯豊連峰周辺の地質総括表.高橋ほか(1996)を一部改変,

､Maは仙O万年を示す｡

��地質時代(Ma)�地質区分�主な地質事象

�第�完新世�沖積層�沖積層の堆蔽

�四�0,O1�低位m段丘堆積物�

新���低位正,II段丘堆械物�段丘の形成

�紀�更新世��

�新�1.7鮮新世��

��51��飯豊山塊の急激な上昇の關始

�第一��沼沢層�

生�'���

�一�中新世�明沢橋層�

�紀���

��24�眼鏡橋眉�/編舳山勘

�古�漸新世�グラノファイアｰ�グラノファイアｰの貴人

�第�35�ざくろ石黒雲母自雲母花筒岩�さ'ぐる石黒雲母白雲母花廟号の貫入

代��始新世��マイロナイトの形成

�''一�55�小川花庸岩�

�紀�暁新世�二王子岳花筒岩�

��65�加治川花開閃緑岩�主な花商岩類の貫入

���杁差岳花商閃緑岩�

�自�後期�飯豊山花筒閃緑岩�

中����

�亜�一一一一一一一一一96�熱変成花筒閃縁斑岩�花闇閃緑斑岩の貫入

�紀�前期��

生����

��㌉�

��ジュラ紀�足尾帯の堆積岩類�足尾帯の堆積岩付加コンプレックス

代����の形成

�㈱��

��三畳紀��

て,飯豊山塊が本格的に上昇を始めたのは鍬江層

の堆積開始直前(約300万年前以前)であろう.な

お,鍬江層は新潟平野地域の西山層に対比されて

いるが,小林･立石(1992)は新潟平野周辺の古地

理の変遷を示し,西山層の堆積時前半(前期鮮新

世,約400万年前)に脊梁山地が隆起･陸化し山地

西麓にあたる新潟平野周辺に海底扇状地が数多く

形成されたと述べている.また,高浜(1982)は新潟

平野東縁部の五頭山周辺を中心とした構造発達過

程を簡単にまとめており,この西山層基底の不整合

を越後山脈の急激な隆起を示すものと考えた.さら

に,第四紀に入ってからも段階的に山地が隆起した

ことを示した.また,渡辺･宇根(1985)は,飯豊連

峰に源を発し西に流れ下る加治川の段丘面が系統

的に高位の(古い)ものほど大きく西に傾斜している

ことから,飯豊連峰西麓では山地を隆起させる運動

が最近まで継続していることを示した.なお,阿賀

野川に沿って走る国道49号線沿いに設置されてい

る水準点の測量結果によれば,現在でも､飯豊山塊

1996年10月号

は上昇を続けている(飯川ほか,1988).

5｡おわりに

今西錦司氏は次のように述べたという.｢飯豊は

とてつもなく大きな山である.日本で一番大きな山

であるかもしれない.巨象といっても,長鯨といって

も形容にならない大きさである.｣

確かに,飯豊は大きい.そして,恐ろしい山でもあ

る.1988年の夏,筆者は,大学時代の山岳部の後

輩,渡辺豊君に地質調査の同行をお願いした.飯

豊連峰で最も長大で険しい飯豊川上流の調査を計

画していたため,強力なアシスタントが必要であっ

たのである.8月22日の朝,飯豊川沿いに建つ湯の

平山荘を出発し,飯豊川の地質調査を開始した.渇

水期とはいえ,飯豊川の水量は多く,胸まで長かっ､

ての徒渉や高巻き,流れに逆らって泳ぐことも必要

であった.こうして飯豊川を遡行しつつ調査を行い,

飯豊川最大の不動の滝の手前に達したのは午後4�
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高橋浩

時頃であった.そこからすぐに引き返したが,両岸

の切り立ったV字谷の日暮れは早く,途中で薄暗く

なってきたので無理をして下ることはせずにビバｰ

クする事にした.翌8月23日,河床に日が射すのを

待って,ゆっくりと出発した.徒渉や泳ぎ,ザイルを

使っての懸垂下降などを繰り返しながら川を下り,

9時過ぎに核心部量後のチョックストｰンの滝の上に

たどり着いた.滝の落差は1.5m程でその下流は

20m程の面となっていたので泳ぎ下ることにした.

まず,渡辺君がチョックストｰンの上からジャンプし,

水流に乗って泳ぎ下ろうとしたが,ジャンプの勢い

が弱かったため滝壷に引き戻されて渦の中に巻き

込まれてしまった.その後滝壷の下沸に浮上し,そ

のまま流されて20m程下流の浅瀬に停止した.渡

辺君が全く動かないのを見て,筆者はチョックストｰ

ンの上から勢いよくジャンプして流れに乗って泳ぎ

下り,渡辺君を川岸に引きあげ,応急の蘇生措置を

行った.人工呼吸と心臓マッサｰジを併用して行い,

3時間程続けたがついに蘇生させることはできなか

った.今から考えてみても何が悪かったのかよく分

からない.ミスがあったとも思えない.しかし,現実

に渡辺君は帰らぬ人となってしまったのである.遭

難現場は,飯劉11の核心部を抜ける最後の比較的

容易な函滝であった.やはり,どこかに油断があっ

たに違いない.

深田久弥氏が感じた無限の秘密のうち,地質に関

することがらはかなり明らかになったものと思う.し

かし,遡行困難な渓谷の支流,上流部や道のない尾

根などの未調査地域もかなり残っている.また,主

稜線上に分布する片麻岩の成因や石転び沢のマイ

ロナイトの形成機構など,これから解明していかなく

てはならない問題も多く生じてきた.

｢飯豊山｣図幅が日の目を見ることができたのは,

多くの人たちの協力があってのことである.胎内ヒ

ュッテ,天狗平ロッジ,湯の平山荘,カイラギ小屋,

門内小屋,杁差小屋,御両小屋,飯豊山頂小屋,切

合小屋の各山小屋はたびたび利用させていただい

た.関係各位に深く感謝する次第である.そして,何

よりも渡辺豊君の協力なくして｢飯豊山｣図幅が日

の目を見ることは不可能であった.彼は本当に山が

好きだった.御尊父の渡辺地氏が葬儀の挨拶で

｢豊は大好きな山で死ぬことができて幸福者だった

のかもしれない.｣と言われたことを今でも覚えてい

る.謹んで,同君の御冥福をお祈りしたい.
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